
第 30 号十
月
の
営
業
日
カ
レ
ン
ダ
ー
と
混
雑
予
想

毎
日
毎
日
あ
ま
り
に
暑
い
の
で
、
熱
中
症
で
命
を
落
と
す
人
が
ア
チ

コ
チ
で
大
勢
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
の(

健
識)

は
、
熱
中
症
に
つ
い
て
書

い
て
み
ま
す
。

Ჷ
外
気
の
高
温
多
湿
が
原
因
し
て
起
こ
る
病
気
の
総
称
。
高
温
障

害
。
Ჸ

と
本
に
は
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
熱
中
症
は
そ
の
症
状
の
重
さ
を

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
に
分
類
し
、

Ⅰ
Ჹ
熱
失
神
、
熱
ケ
イ
レ
ン

Ⅱ
Ჹ
熱
疲
労

Ⅲ
Ჹ
熱
射
病(

日
射
病)

注
①
に
分
か
れ
ま
す
。

そ
し
て
意
識
を
失
う
の
が
、
熱
失
神
。 

内
臓
の
温
度
は
上
が
る
が
、

皮
膚
の
温
度
が
下
が
る
の
が
熱
疲
労
、
そ
し
て
体
温
調
節
が
出
来
ず
、

意
識
障
害
が
起
き
る
の
が
熱
射
病
。
こ
う
な
る
と
も
う
体
温
は
４
０
℃

ま
で
上
昇
、
発
汗
は
見
ら
れ
ず
、
皮
膚
は
乾
燥
し
ま
す
。 

同
じ
熱
中

症
で
も
症
状
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、
素
人
の
判
断
は
禁
物
で
す
。
発

病
し
や
す
い
人
は
、
５
歳
以
下
の
幼
児
。
６
５
歳
以
上
の
高
齢
者
。

肥
満
者
、
睡
眠
不
足
の
人
。

予
防
法
は
出
来
る
だ
け
多
く
の
水
分
を
取
る
こ
と
。
そ
し
て
塩
分
補

給
に
は
、
味
噌
汁
や
ス
ー
プ
が
良
い
よ
う
で
す
。
な
ん
と
な
く
、
塩
分

は
控
え
る
の
が
、
健
康
的
だ
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
発
汗
に
よ
Ჿ
て
失

Ჿ
た
塩
分
を
補
わ
な
い
と
、
か
え
Ჿ
て
悪
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
か
か
Ჿ
て
し
ま
Ჿ
た
時
の
応
急
処
置
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
な
ど
を
飲
ま
せ
た
り
、
霧
吹
き
で
水
を
全
身
に
浴
び
せ
て
、
気
化

熱
で
冷
や
し
た
り
、
冷
た
い
缶
ジ
᳋
ー
ス
な
ど
を
、
腋
の
下
や
股
等
　
動

脈
の
集
ま
る
と
こ
ろ
に
当
て
る
の
も
良
い
そ
う
で
す
。
基
本
的
に
自
分

で
熱
中
症
だ
と
気
づ
く
ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
普
段
か

ら
水
を
余
分
に
飲
ん
で
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
家
族
が
グ
᳉
タ
リ
し

て
い
た
ら
、
躊
躇
せ
ず
救
急
車
を
呼
ば
な
い
と
、
手
遅
れ
に
な
Ჿ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心
な
さ
い
ま
せ
。

(

Ｙ
・
Ｍ

注
①
日
射
病
と
熱
射
病
は
今
で
は
同
じ
病
気
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

日 月 火 水 木 金 土
１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

１７ １８ １９ ２０ 21 22 23

２４ 25 26 27 28 ２９ ３０

３１
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髪ねっとグループ　　『なんとかします』のマツ
ダです

修業はつらいよ　その 25 がんばれ！よしお店長

平
成
６
年
４
月
、
大
阪
へ
修
業

に
出
て
い
た
弟
が
、
戻
Ჿ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
に
、
バ
イ
ト
を

雇
Ჿ
た
事
は
何
度
か
あ
り
ま
し
た

が
、
掃
除
や
電
話
取
り
く
ら
い
し

かさ
せ
ら
れ
な
か
Ჿ
た
の
で
、

弟
の
加
入
は
か
な
り
戦
力
に
な
り

ま
し
た
。
こ
な
せ
る
仕
事
の
量
が

数
段
ア
᳉
プ
し
て
、
帰
宅
の
時
間

も
、
少
し
早
く
な
り
、
収
入
も
少

し
増
え
て
。
な
に
よ
り
、
お
客
様

が
一
時
に
重
な
Ჿ
て
も
、
あ
ま
り

待
た
せ
な
く
て
も
良
く
な
Ჿ
た
の

で
、
精
神
的
に

　
だ
い
ぶ
安
定
出
来
ま
し
た
。
逆

に
弟
は
僕
の
仕
事
を
見
て
い
て
、

Ჳ
兄
ち
᳀
ん
が
パ
ー
マ
し
た
ら
、

あ
と
の
ブ
ロ
ー
が
メ
᳉
チ
᳊
楽

や
Ჴ
と
言
Ჿ
て
い
ま
し
た
。
リ
ー

ゼ
ン
ト
パ
ー
マ
だ
ろ
う
が
、
デ
ザ

イ
ン
パ
ー
マ
だ
ろ
う
が
、
乾
か
し

た
だ
け
で
も
、
７
割
く
ら
い
形
が

出
来
て
る
の
で
、
驚
い
た
と
言
Ჿ

て
ま
し
た
。

　
人
の
技
術
を
見
る
の
も
大
切
だ

け
ど
、
人
に
見
て
も
ら
う
事
も
、

同
じ
く
ら
い
大
切
な
ん
や
と
お
も

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
つ
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
九
月
二
二
日

水

は
十
五
夜
で
す

ね十
五
夜
と
い
え
ば
、
今
年
も
！

　
そ
う
、
月
見
ど
ろ
ぼ
う
！

元
々
は
、
お
月
様
に
団
子
や
お
茶

を
縁
側
や
軒
先
に
お
供
え
し
て
、
そ

れ
を
村
の
子
供
た
ち
が
、
こ
Ჿ
そ
り

忍
び
込
ん
で
食
べ
て
し
ま
う
よ
う

な
、
ハ
ロ
ウ
イ
ン
み
た
い
な
、
行
事

だ
Ჿ
た
よ
う
で
す
が
、
今
で
も
続
い

て
る
の
は
ス
ゴ
イ
こ
と
で
す
。
法
的

に
は
ど
う
処
理
す
る
の
か
な
Ჺ
？
月

見
ど
ろ
ぼ
う
中
の
子
供
を
補
導
す
る

よ
う
な
Ｋ
Ｙ
お
ま
わ
り
さ
ん
は
、
ま

だ
見
た
事
な
い
で
す
（
笑
）

マイミク募集中！　最近、mixi やって
ます！　ブログ代わりに日記を書いてます

ので、ぜひ覗いてください（笑）

(よしさん)(奈良県)で検索したら、すぐヒ
ットしますよ。営業中の僕とは、また違っ

た切り口で展開中！見つけたらコメント書

き込んでやってください（苦笑）



　
今
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
᳉
ト
（
Ｐ
・
Ｓ
）
が
評
判
で
す
。
Ｐ
・
Ｓ
と
は
、

風
水
学
、
気
功
学
、
ス
ピ
リ
チ
᳋
ア
リ
ズ
ム
な
ど
の
立
場
か
ら
、
特

別
な
力
が
得
ら
れ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
場
所
で
、
宗
教
的
な
場
が

精
神
面
に
好
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
、
豊
か
な
自
然
が
健
康
を
も
た
ら

し
た
り
す
る
な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
端
的
に
言
う

と
、
力
と
気
と
良
縁
が
欲
し
い
か
ら
人
気
爆
発
！
し
か
し
残
念
な
が

ら
科
学
的
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
信
じ
る
者
は
救
わ
れ
る
の
で

す
？
！
き
Ჿ
と
。

奈
良
県
に
も
ス
ー
パ
ー
ヘ
ビ
ー
級
の
Ｐ
・
Ｓ
が
。
桜
井
市
に
あ
る

大
神
神
社
の
ご
神
体
三
輪
山
（
標
高
４
６
７
メ
ー
ト
ル
）
で
す
。
以

前
テ
レ
ビ
番
組
で
、
ス
ピ
リ
チ
᳋
ア
ル
の
江
原
啓
之
さ
ん
が
絶
賛
、

今
年
の
大
型
連
休
中
の
入
山
者
数
、
１
日
当
た
り
例
年
の
６
倍
以
上

の
約
１
０
０
０
人
だ
Ჿ
た
そ
う
で
す
。

※
三
輪
山
で
の
飲
食
、
草
木
の
採
取
や
撮
影
は
禁
止
。

　
　
　

ま
た
、
本
殿
の
素
通
り
な
ど
失
礼
の
無
い
よ
う
に
。
大
い
な
る
パ

ワ
ー
を
頂
く
の
で
す
か
ら
。

（
ゴ
ー
チ
᳊
ン
）

「穴場」と書いて「アジト」

メンバーがこっそり教え

る地元の穴場情報。

でも、実は知られたくな

い・・・（＞－＜；）行き先など告げず、サラっとこう言いましょう。ここ重要です♪
（どこの CAFÉ 連れてってくれるんやろー？）そんな彼女の横顔をチラ見しながら、富雄川沿いに郡山は大和
小泉方面へとハンドルをとって下さい。 こんな誘導看板が目に入ります。そうです。目的地
はここ　『お寺』♪
手入れの行き届いた参道を歩き、茅葺の門をくぐり、靴を脱いで拝観受付（￥１０００：お抹茶付）を済ませ
ると、お庭が望める書院へと案内してくれます。　突いてますでしょ~、意表♪
“重要文化財のお座敷からお庭を一望しながらお抹茶を頂く”
高ポイント間違いナシ　♪オシャレなCAFÉは　ぱー○る　あたりに任せて、
髪ねっとがオススメするこんな「お茶スタイル」いかがでしょーか＾＾　 　　　　　（あおちゃん）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慈光院 http://www1.kcn.ne.jp/̃jikoin/

硬い髪の毛でも切り方ひとつで柔らかく見えたり、柔らかい髪でも硬く見えたり。ク

シとハサミにはまさに、魔法の力があるんです。それには、日々の研究が不可欠。その

成果をお互いに競い合うのがこの競技大会なんです。近畿各府県予選から選抜された選

手（参加選手は各種目合わせると 100 人近く）がこの近畿大会で戦い、さらに勝ち抜い
た選手は全国大会へと進んで行きます。残念ながら、今年は奈良県勢は全国には進めま

せんでしたが・・・。

　ルールは簡単。モデルさんの頭を規定時間内にテーマに沿ったカットをして、セット。

規定時間を越えたら失格。種目によって違いますが、おおよそサロンワークの時間に則

しています。つまり実戦的。

　さて、それぞれのモデルさんの髪型はどう見えますか？立体的に仕上げたい部位は、

ヘアカラーも効果的に応用してより立体的に。平面のまとまりがほしい部位は暗い色の

まま一色で。このように、カットだけでなくヘアカラーやパーマを組み合わせて新しい

髪形を生み出していくんです。ちなみに、モデルさんは選手が契約して連れて来ます。

多くはプロのモデルさんなので、試合会場は美男美女ばかりでしたよ。

　わたしたち髪ねっとサロンも、彼らに負けじと日夜努力（？）を積んでいます。どん

な髪型でもお答えしますのでビシビシご注文くださいね、ただし出来る範囲で。


